
平成１６年 認知症短期集中リハのあり方に関する試行的事業
平成１７年 認知症要介護高齢者の状態像に合わせた短期集中リハ試行的事業

介護報酬認定 ６０点／２０分／個別リハ
翌年から本格的研究事業となり、全老健以外の有識者も糾合して研究班を形成

平成１８年 認知症短期集中リハ実態と効果に関する研究班 ９６例 BPSD改善有意差なし
平成１９年 短期集中リハ実践と効果に関する検証研究班

内外の文献検索、有効対象、介入感度の高い評価スケールを検討
＃ 対照６３例 介入２０３例 HDSRともに平均１７点台の軽症中心
＃ HDSR、BPSD、ADL、活動、意欲、臨床的認知症スコア(NMスケール）改善

Intensive rehabilitation for dementia improved cognitive function and reduced 
behavioral disturbance in geriatric health service facilities in Japan, GGI 2013, 

平成２０年 短期集中リハ実践と効果に関する検証
＃中等度以上の認知症に対する効果検証 ＃ HDSR、BPSD、活動、意欲改善

介護報酬改訂 ２４０点／２０分／個別リハ
平成２１年 短期集中リハ実践と効果に関する検証 ＃ ランダム試験実施 BPSD改善
平成２２年 短期集中リハ後、継続リハ効果研究

＃ 短期集中リハ コンプライアンス９２％ ＃ 状態像に応じたプログラム
＃ 複数プログラム用意が、リハ継続率を向上
＃ 継続小集団リハは、活動性、認知機能の維持、BPSDの悪化防止には寄与

平成２３年 通所リハの効果 HDSR、 BPSD、意欲 改善
平成２４年 通所リハ有用性：介護負担軽減の検討
令和8年 認知症短期集中リハで、在宅復帰率向上 （JAMDA 2026)
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